
 

 

 

 

                            

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記念すべき第１回目が開かれたのは、 

中央図書館が開館した翌年の平成 4年 7月

9日。そして 18年目の今年 3月 17日で、

416回目を迎えました！その間読まれた絵

本の数はなんと 1250冊ほど！これからも

みんなで素敵な絵本の世界を楽しんでい

きたいと思います。 

 

中央図書館では、毎月２回おはなし会を開いています。時間は３０分ほどで、その時々の季節にあっ

た絵本や紙芝居を読んだり、ときには手遊びを交えてみんなで楽しむことも！ 

今年は国民読書年でもあります。子どもたちがもっとたくさんの素敵な本に出会えるよう、面白い本

をいろいろ用意して待っています。親子で、お友達同士で、どなたでもお気軽にご参加ください。 

 

 

 

 

平成 22年 2月 21日（日）、中央図書館子どもと読書講座「不思議がいっぱい！親子で科学あそびをしよう！」を開催しました。

講師は科学読物研究会の坂口美佳子さん。科学ってなんだか難しそう？という心配も吹き飛ぶような、楽しくてあっという間の 2

時間でした。また、講座の後はテーマに関連した本の紹介もあり、参加した皆さんはそれぞれ気に入った本を借りて帰りました。 

 

 

写真５ 

今回は親子で参加してくださった方が多く、お子さんが楽しんでく

れたのはもちろんのこと、「子どもより私の方が夢中になってしま

いました」という親御さんの声も聞くことができました。親子で一

つのことに夢中になれる時間はやはり良いものですね！ 


